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資料 No.２－５  

令和 2年度 

実施状況管理シート（作成日：R３.３.19） 

作業部会名 
・医療・介護・福祉連携部会 

（資源調整管理部会） 
事務局 

 

・佐渡市 高齢福祉課 

 

部会リーダー 

 

・佐渡市 高齢福祉課 吉川課長 

 

サブリーダー 
・佐渡地域振興局健康福祉環境部 

 地域保健課 渡辺課長 

担当理事 

 

・佐渡地域振興局 樺澤理事 ・佐渡市 渡辺理事 

 

作業部会 

構成員 

① 病院部会代表者         ② 介護サービス部会代表者 

③ 障がい福祉サービス部会代表者  ④ 在宅医療部会代表者 

⑤ 学習・研修部会代表者      ⑥ 広報部会代表者 

⑦ 佐渡市 高齢福祉課       ⑧ 佐渡地域振興局 健康福祉環境部 

部会中の 

会議体 
・無し 

目標 

（ゴール設定） 

① 住民の状態・要望に応じてサービス提供者を動的に変更する体制の構築。 

② 佐渡市内資源量を把握するためのシステムの構築と運用方法の確立。 

具体的な 

作業内容 

 

① サービス提供者を動的に変更する体制構築に関すること 

 ⑴ 情報共有にかかる住民同意に関する協議 

 ⑵ 提供者の機能・役割の把握と分担範囲の集約及び調整 

 ⑶ 受入可能・不能の判断基準の標準化の集約及び調整 

 ⑷ 退院後に指導内容を継続できているか確認する体制（関与職種の役割分担と調整方法）の集約

及び調整 

② 資源量把握にかかるシステムの構築と運用方法に関すること 

 ⑴ 管理対象項目の洗い出し        ⑵ システムの導入・運用方法の検討 

 ⑶ データの分析・二次利用方法の検討 

③ 協議会全体の進捗状況を管理、および各作業部会を総括し、部会間の情報共有や連携推進を図る。 

 

年 

間 

計 

画 

令和２年度 

【目標】 

・システムの導入・運用に関する協議を継続し、令和 2年度中に試験運用を開始。 

・資源管理を継続的に運用していくために、事務局の法人化なども含めた体制の構築を目指す。 

・協議会事業の資金調達方法について協議し決定する。 

令和３年度 

以降 

【目標】 

・資源管理システムの本運用を開始。 

・継続的な事務局体制による協議会事業の運営。 
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進 

捗 

状 

況 

管 

理 

（
令
和
２
年
４
月 

～ 

令
和
３
年
３
月
ま
で
） 

第１回作業部会（2020/7/17） 

 ・ 部会メンバーの変更や新型コロナウイルス感染症により協議のスケジュールが大きく変更になった現状を踏ま

え、これまでの経緯と現状を確認。 

 ・ 令和 2年度 第 1回 理事会および通常総会の持ち方について協議。 

 ・ 連携部会の活動方針・計画について、令和 2年 3月に設定したスケジュールを改めて設定。 

 ・ 新型コロナ感染症の流行拡大等に備え、Zoom等を利用したオンライン会議の実施について検討。 

第 2回作業部会（2020/12/8） 

 ・ システム開発に係る資金調達について、新潟県のアフターコロナを見据えたイノベーション創出支援事業への

申請について協議。提案が採択された場合の手続きやスケジュール等について協議。 

 

イノベーション創出支援事業 

 ・ 臨時理事会(12/24)を開催。資金調達方法として、事業採択された場合の補助金交付申請について上程。承認。 

  （12月 25日に事業採択通知） 

 ・ 臨時総会（書面会議）を開催し、資源開発に係る資金調達方法について上程。承認。 

 ・ 補助金交付申請(1/13)。補助金交付決定(1/18)。 

 ・ 変更承認申請(2/1)…事業繰越手続き。 

 

第 3回作業部会（2021/2/24） 

 ・ イノベーション創出支援事業の進捗状況等について報告。 

 ・ 新法人の設立について、方向性や概略、今後の課題等について協議。 

 ・ 定期理事会・通常総会の開催について、内容・日程等について協議。 

 


